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【手続補正書】
【提出日】令和2年11月7日(2020.11.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　図１、図２に示すように、上フレーム１４には、Ｚ方向に離間した３箇所にフック１９
が形成されている。第１カバー部材２１の上板部２１２は、中央のフック１９が係合する
係合穴２１４を備えている。また、第２カバー部材２２の上板部２２２は、中央のフック
１９を除く他の２箇所のフック１９が係合する係合穴２２４を備えている。同様のフック
機構は、下フレーム１５と、第１カバー部材２１の底板部（図示省略）および第２カバー
部材２２の底板部２２３との間にも形成されている。これらのフック機構により、第１カ
バー部材２１および第２カバー部材２２がフレーム１０に固定される。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
（回生抵抗の取付構造）
　図６はフレームに対する回生抵抗およびファンの取付構造の説明図である。図５に示す
ように、放熱フィン３０は、前後方向Ｚに複数配列されており、上下方向Ｙに延在する。
各放熱フィン３０の下端（－Ｙ方向の端部）は、枠部１６から＋Ｘ方向に突出しており、
枠部１６の下端よりも上方に位置する。枠部１６の＋Ｘ方向の側面と各放熱フィン３０の
下端面によって、背面板１２の側に向かうに従って高さが増大する凹部３２が構成されて
いる。複数の放熱フィン３０において、隣り合う放熱フィン３０の間には、上下方向Ｙに
延在する送風路である第１流路３３が形成されている。本形態では、複数の放熱フィン３
０の板厚は同一であり、隣り合う放熱フィン３０の間の第１流路３３の幅も同一である。
各放熱フィン３０は、＋Ｚ方向および－Ｚ方向を向く放熱面３４を備える。
【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図４】

【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
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【補正対象項目名】図６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図６】
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